
























② A液を 8種類の濃度 (0%・0.1%・0.5%・10%・25%・40%・50%・70%) に希釈し、
濃度のうすいものからサンフ。ル番号 i1Jから i8Jとした。
③ 各サンフ。ルを直径 6cm、深さ 3cmの無色透明のシャーレに、 10m!ずつ往入O その上に 4















結果を見てみる。サンプル 15Jについては37%が 「十Jと、 47%が 12+Jと17%が 13+J 
と判定している。さらにサンプル 16Jは10%が I+Jと、 53%が 12十」と、 37%が 13+J 
と判定している。サンプル 17Jは3%が I+Jと、 50%が 12+Jと、 47%が 13+Jと判定
している。サンプル中で、最も濃く作成したサンプル 18Jは3%が I+Jと、 17%が 12+J 
と、 80%が 13+Jと判定している。(図 3)
職種別で見ると、助産婦13名は、サンプル 15J16J 17J 18Jの判定は、いずれもが 3
段階にばらついている。医師13名は、サンプル 15Jのみが3段階の判定で、その他は 2段階
























19960 2)丸山早百:看護婦の色彩感覚についての研究、 H巴althScience8， 12(4)， 210， 
日本看護研究学会雑誌、3)岡寄尚子-臨床経験の有無による彩色液体の認識の違いについて、
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